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平岨昌年回予算白

一般会計は

1ま19”

全会計総額は

1741ご

各会計別予算
会計名 本年度 前年度 伸び率

－般会計 羽9億662万円 121億312万円 △1．6％

特

別

会

計

国民健康保険事業 22億3．116万円 21億3，425万円 4．5％

老人保健 24億4．775万円 23億5．407万円 ∠l．0％

簡易水道事業 ∠1801万円 ∠1．876万円△1．5％

南部第二土地区画整理 1．522万円 2億1，396万円△92．9％

農業集落排水事業 6億4．693万円 3イ意1．897万円102．8％

小計 53億8，907万円 50億7，001万円 6．3％

企業会計・水道事業 1億6．263万円 1億8，254万円△10．9％

合計 174億5，832万円173億5．567万円 0．6％

　

平成3年度の市の当初予算が決まりました。

一般会計は、119億662万円（千位四捨五入、

以下同じ）、前年に比べ1．6％の減となりまし

た。これは総合体育施設建設工事（前年度は

約15億円余）が、ほとんど終了したためで、

この関係予算を除外すれば12．5％の伸びとな

ります。国民健康保険事業会計など5特別会

計と水道事業会計を合わせた予算総額は、

174億5，832万円、0．6％の伸びとなります。

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
は
三
三
億
二
、

三
四
一
万
円
見
込
ん

で
い
ま
す
。
前
年
比
四
・
九
％
の

増
で
す
。
市
税
の
う
ち
市
民
税
は

一
五
億
五
、
八
〇
一
万
円
、
固
定
資

産
税
は
一
四
億
一
、
〇
二
七
万
円

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
当
市
に
と
っ

て
最
も
大
き
な
財
源
で
す
。
三
六

億
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
う
ち
普
通
交
付
税
は
三
二
億

一
、
〇
〇
〇
万
円
を
、
特
別
交
付
税

は
四
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

特
別
交
付
税
は
、
従
来
の
実
績
か

ら
見
れ
ば
や
や
余
力
を
残
し
て
お

り
、
年
度
中
に
お
け
る
特
別
な
財

政
需
要
や
調
整
財
源
に
充
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
八
億
三
、
一
七
〇
万
円

で
、
前
年
に
比
べ
、
六
億
円
近
く

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

昨
年
度
、
総
介
体
育
施
設
建
設
に

伴
う
借
入
金
が
多
か
っ
た
の
に
比

べ
、
今
年
は
こ
れ
が
な
い
た
め
で

す
。

　

左
端
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
税
な
ど
自
前
の
財
源
を
自

主
財
源
と
い
い
ま
す
。
そ
の
比
率

は
四
二
・
九
％
、
国
や
県
に
頼
る

苫
し
い
台
所
で
す
。

レ
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。
に
『
一
一
ま
一
ま
I
ま
ま
’
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一
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最
も
伸
び
率
の
高

い
の
は
商
工
費
、
予

算
額
一
〇
位
二
、
一
七
〇
万
円
は
、

前
年
比
五
九
・
六
％
の
増
で
す
。

こ
れ
は
中
小
企
業
活
性
化
の
た
め

の
補
助
金
や
融
資
枠
を
大
幅
に
改

善
し
た
た
め
で
す
。

　

教
育
賞
一
六
億
九
、
五
九
四
万
円

は
、
前
年
に
比
べ
二
一
億
三
、
四
三

三
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
昨
年
の
蕨
生
小
を
最
後
に

学
校
改
築
が
終
了
し
た
た
め
で
す
。

　

公
債
費
（
借
入
金
の
元
金
償
還

と
利
子
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
）

が
、
初
め
て
一
〇
億
円
を
超
え
ま

し
た
。

1世帯当＝たりの市卵ま肩場，額（一般会計・世帯数3月1日現在11，295世帯）

市民税
137，938円

固定資産税
124，858円

軽自動車税

　

4．537円
たばこ税
15，049円

都市計画税

　

11，735円

その他

　

120円

合
計2

9
4
、
2
3
7
円



特集…平成3年度予算

特
別
会
計

I
I
j
－
国
民
い
健
康

保
‥
険
事
業

　

予
算
総
額
は
、
二

二
億
三
、
一
一
六
万

円
、
前
年
に
比
べ
四
・
五
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
高
額
療
養
費
の
伸

び
が
二
三
・
八
％
と
高
く
、
税
負
担

を
抑
え
る
た
め
、
一
般
会
計
と
財

政
調
整
基
金
か
ら
合
わ
せ
て
六
、

二
I
四
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

－
1
゛
1
1
1
1
ｔ
－
・
I
m
m
吠

作
保
岫
蜃

　

予
算
総
額
は
、
二

四
億
四
、
七
七
五
万

円
、
前
年
に
比
べ
四
・
〇
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
ほ
と
ん
ど

医
療
費
で
、
各
医
療
保
険
の
加
入
者

が
七
〇
％
、
国
二
〇
％
、
県
と
市

が
各
五
％
負
担
し
ま
す
。
市
は
一

般
会
計
か
ら
一
億
二
、
一
七
一
万

円
を
負
担
し
ま
し
た
。

簡
易
水

道
事
傭

　

こ
の
会
計
は
、
八
つ

の
市
営
簡
易
水
道
を

維
持
管
理
す
る
た
め
の
特
別
会
計

で
す
。
予
算
総
額
は
、
四
、
八
2

一
万
円
。
対
前
年
度
比
一
・
五
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
費

の
減
少
の
た
め
で
す
。
歳
入
の
う

ち
水
道
使
用
料
は
、
二
、
三
七
尾

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

南
原
部
第
土
i
題
地
・

い
区
画
整
理
事
業

　

こ
の
事
業
は

昭
和
五
十
八
年

に
着
手
以
来
八
年
を
経
過
し
、
建
設

事
業
は
昨
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
登
記
、
清
算
事
務
な
ど
を

残
す
の
み
で
、
予
算
は
I
、
五
二

一
万
円
、
そ
の
財
源
も
、
ほ
と
ん

ど
が
、
保
留
地
処
分
金
で
ま
か
な

わ
れ
ま
す
。

ご
農
業
集
落

醤
冰
凛
鳶

　

こ
の
会
計
は
、
農

村
総
八
口
整
備
モ
デ
ル

事
業
と
農
業
集
落
排
水
事
業
で
建

設
す
る
農
村
型
下
水
道
の
建
設
事

業
費
と
既
設
処
理
区
の
維
持
管
理

費
で
す
。

　

す
で
に
供
用
開
始
し
て
い
る
の

が
阿
難
祖
処
理
区
、
建
設
工
事
が

始
ま
っ
て
い
る
の
が
佐
開
処
理
区

と
南
六
呂
師
処
理
区
、
今
年
か
ら

着
工
す
る
の
が
稲
郷
処
理
区
と
下

唯
野
処
理
区
、
今
年
設
計
を
し
て

国
の
採
択
を
得
る
予
定
の
個
所
は

上
庄
第
一
処
理
区
（
医
王
寺
な
ど
）

で
す
。

　

工
事
費
は
五
億
五
、
一
九
〇
万
円

測
量
調
査
設
計
費
は
七
、
二
三
〇
万

円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
予
算
総
額

は
六
億
四
、
六
九
三
万
円
で
す
。

企
業
会
計

■
m
m

　

こ
の
会
計
は
企
業

会
計
で
、
収
益
勘
定

と
資
本
勘
定
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
勘
定
は
、
既
設
の
南
部
地

域
と
乾
側
地
区
な
ど
水
質
難
地
域

へ
の
配
水
と
そ
の
施
設
の
維
持
管

理
が
主
体
で
す
。
予
算
額
は
。
一

億
二
、
四
こ
三
万
円
で
。
水
道
料
、

メ
ー
タ
ー
使
用
料
、
受
託
工
事
収

益
な
ど
で
四
、
二
八
0
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
七
、
八
五
五

万
円
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

資
本
勘
定
は
新
た
な
配
水
管
敷

設
工
事
や
企
業
債
償
還
金
で
三
、

八
四
〇
万
円
必
要
で
、
一
般
会
計

か
ら
は
二
、
二
四
五
万
円
補
助
し

ま
す
。

一｜｜般川会｜｜計｜｜の‖内｜｜訳

1世帯当たりの費目別予算額（一般会計・世帯数3月1日現在11．295世帯）

総務費

151．945円

民生費

158，799円

農林水産業費

　

117．250円

土木費

135．860円
教育費
150，150円

その他

340，145円

合
計

1
、
0
5
4
、
1
4
9
円



鼠ズ抵しズる4二念年はj次の頂丿裂を進＝め万まto

1
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
産
業
都
市
の
形
成

　

市
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
特
に
今
年
は
商
工
業
振

興
の
た
め
の
予
算
を
大
幅
に
増
や
し
、
そ
の
伸
び
率

は
五
九
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
関
係
で
は
、

圃
場
整
備
、
農
道
舗
装
、
集
落
排
水
事
業
な
ど
農
村

の
基
盤
整
備
、
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
林
業
で
は

森
林
組
合
の
チ
ッ
プ
工
場
か
ら
生
じ
る
樹
皮
か
ら
炭

を
製
造
す
る
施
設
建
設
に
補
助
し
ま
す
。
観
光
振
興

策
の
一
つ
と
し
て
、
麻
那
姫
湖
周
辺
を
約
三
億
円
を

か
け
て
整
備
、
充
実
し
ま
す
。
（
★
印
新
規
事
業
）

　

ま 1 1 1 1 － － S ま ま ， ま ，
I I I I ¶ － ま ま

戸 ゛
。 ． j k

、
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★構造政策推進モデル集落整備事

　

業補助………………5，985万円

　

複合生産組合が建設する米乾燥

調整施設・設備への補助

・・団体営農道整備事業…8，343万円

　

農道舗装，14路線6，690≒

－農村堪盤総合ま整備事業…………

　

……………………2億2，974万円

　

富田・阪谷地区の集落道．集落

排水路・農村公園の整備と生産基

盤祭備事業補助

・・花き産地条件ま幣備事業補助……

　

…………………………1，268万円

　

越の花生産組合・市農協の花き

栽培●育苗施設への補助

★中山間地域営農条件整備事業補

　

助……………………1，392万円

〈農業・水産業〉

・・特産肌芋生産奨励事業補助……

　

…………………………1，400万円

・・市内農協合併促進事業・‥100万円

●・土地改良事業補助1億1，777万円

●・内水面漁業振興対策事業………

　　　　　　　　　　　　

110万円

　

碓鮎などの放流，監視事業補助

EZr■REI

★特用林産産地化形成総合対策事

　

業補助………………3，300万円

　

市森林組合が2ヵ年継続事業と

して取り組む，樹皮を原料とした

製炭施設への補助

－おおの産業フェア開催888万円

●・林道開設事業………6，695万円

　

仙翁谷モッカ平線・小畑線延長

S・・広域基幹林道開設・改良・舗装

　

事業…………………5，560万円

　

大野池田線（宝慶寺）1，200≒

測量設計，奥越線（まド打波）450に

延長の県工事負担金，法恩寺線

（南六呂師）1，890に舗装・改良工事

●・県単林道整備事業…9．200万円

　

西山線の延長，鬼谷線など5路

除1，900にの舗装，細ケ谷線など

5路線の改良工事

商工・観光

★外国人雇用問題調査研究委託事

　

業………………………150万円

ドハイマート21モデル事業補助…

　

………………………2，000万円

　

七間商店街の改造事業への補助

恚お竃1瑕廻心｀り；越mmW’の：ismn

〈商工．観光〉

★商店街空店舗活用助成事業補助

　

…………………………170万円

　

商店街の中の空き店舗再利用者

に対する改造資金の利子補給

●・地元企業就職奨励金交付事業…

　

………………………4，350万円

　

若年労働者確保対策として1人

　

30万円の奨励金145人分

トエ業振興助成金……5，223万円

　

工場増設，環境整備などへ助成

・・・中小企業資金融資削託金………

　

………………………2億700万円

　

商工業振興資金，組合事業振興

資金，商業活性化設備資金などで

融資枠4億9，300万円

ト企業改善特別資金融資削託金…

　

……………………1億8，000万円

★市街地観光案内板設置130万円

　

示町通りなど15個所に設置

★グリーングリーン大野（麻那姫

　

湖周辺）整備事業…2億9，650万円

・・観光施設整備事業補助500万円

　

公益的観光施設ま整備事業に補助

●・城まつり委託ま‘拝業……400万円

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

総
合
体
育
施
設
の

使
用
料

　

使
用
料
は
、
団
体
な
ど
が
専
用

し
て
使
う
場
合
と
、
個
人
使
用
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

一
個
人
使
用

　

会
議
室
な
ど
を
除
き
、
I
施
設

2
時
間
以
内
の
使
用
料
は
、
一
般

1
5
0
円
、
高
校
生
1
0
0
円
、

中
学
生
以
下
5
0
円
で
す
。
2
時

間
を
超
え
る
と
き
は
、
各
1
時
間

当
た
り
1
0
0
円
、
5
0
円
、
2

0
円
追
加
と
な
り
ま
す
。

l
専
用
使
用

　

使
用
時
間
帯
①
午
前
8
時
3
0
分

～
正
午
②
正
午
～
午
後
5
時
③
午

後
5
時
～
9
時
3
0
分
に
区
分
し
て

使
用
料
が
定
め
て
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
最
も
利
用
が
多
い
と
思

わ
れ
る
夜
間
（
③
）
の
料
金
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
体
育
館

営
利
目
的
の

叫
匙
・
催
浙
な
ど

営
利
目
的
で
な
い

染
会
・
講
演
な
ど

ア
マ

ス
ポ ー

ツ

の
場

合

大 会 練 が

有
料

無
料

％
面

半
－
t
＝

令
面

7
、
j
j
j
‥
‥
‥
‥
J

l
l
ぐ
く
ー

　
　
i
j
j
j
J
o
c
o
o
o
目
卜

1
5
、
0
0
0
円

3
、
0
0
0
円

I
、
2
0
0
月
　
　
　
　
　
r
r

I
、
8
0
0
月
　
　
　
　
　
ー

2
、
4
0
0
円



特集●平成3年度予算

つ了ゾヅシヨ丈ズル市シティ、士おぬの遣

2
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
市
民
文
化
都
市
の
形
成

　

大
野
高
校
の
建
設
費
は
、
今
年
度
県
予
算
に
計
上

さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
年
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

工
業
高
校
は
、
「
大
野
東
高
等
学
校
」
と
し
て
再
出
発

し
ま
す
。
小
中
学
校
の
建
設
は
一
応
完
了
し
・
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
大
規
模
改
造
な
ど
教
育
環
境
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
武
家
屋
敷
内
山
家
の
復
元
事
業
は
昨

年
に
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
今
春
完
成
し
た
、
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設
の
周
辺
整
備
を
進
め
、

隣
接
の
明
治
公
園
と
‐
体
化
し
た
景
観
整
備
を
行
い

ま
す
。
運
営
基
金
も
五
年
計
画
で
積
み
立
て
ま
す
。

i緊iえi：：忿遍総谷体育施i設

社会体育

S・・生涯スポーツ推進事業302万円

　

スポーツ教室など少年活動育成

★県体競技会開催事業……52万円

　

相撲・バドミントン競技開催

・・・越前大野名水マラソン大会委託

　

事業……………………550万円

★総合体育施設落成記念事業……

　

…………………………945万円

　

落成式、バレーボール招待試合

相撲など武道5種記念大会開催

★総合体育施設管理運営基金積立

　

金…………………………1億円

　

5億円を5年計画で積み立て、

その利子を施設の運営

資金に充てる

★総合体育施設周辺整

　

備事業………………

　　　　

1億8，270万円

　

駐車場、園路、修景

工事など

・・市体育協会事業補助

　

……………220万円

ElilFXI

ト市民大学講座……………66万円

・・高齢者生きがい総合促進事業…

　

…………………………110万円

・・・生涯学習モデル事業…160万円

卜・まちづくり運動推進事業（モデ

　

ル地区20ヵ所指定）…100万円

卜青少年健全育成推進事業………

　

…………………………250万円

●・国際交流派遣事業………41万円

・・公民館講座開催事業…480万円

●・芸術劇場開催事業……641万円

　

「ザ・プラターズ」「劇団民芸」公演

・・総合文化祭開催事業…120万円

★歴史民俗資料館特別展247万円

　

宝慶寺の寺宝を中心とした禅宗

の歴史的美術展開催

・・・武家屋敷保存整備事業7，454万円

　

内山家主屋復元、離れ改修工事

ト本願清水イトヨ保護管理事業…

　

…………………………103万円

★新庄遺跡記録保存事業397万円

・・・古文書類購入事業……200万円

・・市史編さん事業………993万円

mmmi

★小中学校クラブハウス建設事業

　

…………………………743万円

　

有終東・有終南・開成中に建設

★小中学校屋外環境整備事業……

　

………………………1，947万円

　

フェンス（下庄小・蕨生小・土

庄中）、木登りの森など（蕨生小）、

木製遊具（下庄小）を整備

★校舎増築事業………7，207万円

　

陽明中にコンピューター室、普

通教室2室増築

卜校舎大規模改造事業5，862万円

　

尚徳中の内部改造工事

★給食室改築事業……3．644万円

　

尚徳中に木造で改築、設備改良

S・・私立幼稚園振興・就園奨励費補

　

助………………………577万円
豪－弱弱Wm函fi丙7糖啄゛゛祠認有i終西瓜の児童

・
相
撲
場

大
会

練
習

3
、
0
0
0
円

I
、
0
0
0
円

・
柔
道
場

・
剣
道
場

・
弓
道
場

大
会

練
習

3
、
0
0
0
円

―
、
2
0
0
円

・
小
ア
リ
ー
ナ
兼

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

大
会

練
習

3
、
0
0
0
円

―
、
0
0
0
円

・
大
屋
根
広
場

大
会

練
習

半
面

全
面

3
、
0
0
0
円

6
0
0
円

1
、
2
0
0
円

…
そ
の
他

和
室

会
議
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

1
、
0
0
0
円

I
、
5
0
0
円

I
、
8
0
0
円

・
体
育
館
以
外
で
も
、
入
場
料
を

徴
収
す
る
場
合
は
、
使
用
料
が
5

倍
に
な
り
ま
す
。

・
団
体
使
用
の
場
合
、
使
用
料
減

免
規
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

・
会
議
室
な
ど
は
冷
暖
房
費
が
い

り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
は
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
総
合
体
育
施
設
（
春
日
1
5

n
乙
－
＾
x
）
－
I
豊
6
6
’
1
4
C
O
0
0
）
へ
o
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3
幸
世
な
暮
ら
し
づ
く
り
に

健
康
福
祉
都
市
の
形
成

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
事
業
な
ど
在
宅
老
人
へ
の
福

祉
施
策
を
拡
大
充
実
し
ま
す
。
児
童
の
遊
び
場
に
遊

具
を
設
置
す
る
事
業
を
始
め
ま
す
。
村
部
の
九
十
九

個
所
を
対
象
に
三
年
計
画
で
進
め
ま
す
。
越
前
大
野

駅
横
の
市
有
地
に
自
転
車
の
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

　

ご
み
を
減
量
化
す
る
た
め
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

減
量
化
に
取
り
組
む
団
体
に
は
、
そ
の
活
動
に
補
助

し
、
啓
発
に
も
努
め
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り

組
む
た
め
、
市
街
地
の
計
画
図
書
を
作
成
し
ま
す
。

Eニi，S：1；1

・・在宅老人短期保護事業570万円

　

寝たきり老人の世話をしている

家族が、旅行などで家をあけると

き、老人ホームで一時お吊りして

お世話するもの、230人分

・・ディサービス事業……1．793万円

　

寝たきり老人などに聖和園で入

浴などの一日サービス、

★緊急通報装置貸与事業149万円

　

1人暮らしで病気のお年寄りな

どに専用の電話をお貸しし、ボタ

ン1つで、あらかじめ登録した人

に電話がかかるシステム

●寝たきり老人介護慰労金………

　

…………………………870万円

　

所得税課税世帯＠3，000／月100人

非課税世帯＠5，（00／月85人

aTでT1711

★児童遊具整備事業……660万円

　

村部の児童用遊具を3年計画で

99個所整備、20万×33個所分

★一時的保育委託事業…268万円

　

一時的緊急的に保育をする人が

いない場介、杵念刳呆育園で保育

●・民間保育所委託事業……………

　

……………………3億8，693万円

glUむ］］m

●・はr・家庭等医療費扶助750万円

●・生活保駿扶助4i業1億2，975万円

★老人保健施設建設事業補助……

　

…………………………400万円

　

光明か福祉会60床新築

S・・重度心身障害児（者）医療費無料

　

化対策豚業…………3，187万円

・・身体障害者ま史正援護施設収容扶

　

助事業………………7，133万円

lミjj・に’jJレ。，

●・シルバー人材センター運営事業

　

補助……………………400万円

●労働金庫一般碩託金7，000万円

●生活安定資金頂託金……1億円

　

融資枠，労金1億6，000万円，

越前信衆4，000万円

★自転車専用駐車場設置…227万円

　

越前大野駅横に320台分

卜地方八ス路線運行対策事業補助

　

………………………1，710万円

　

六呂師線など5路線

四1

・・・病院誘致対策事業………60万円

ト人腸がん検診事業……206万円

　

40歳以上2，0（O人分

●・休日急患診療所Ivl5．163万円

卜・国民健康保険事業特別会計繰出

　

公……………………1，＼86万円

・りyKI民健康保険・高額療養費貸付

　

事業……………………200万円

皿ヨ

★公共下水道都市計画図書作成委

　

託事業…………………300万円

・・・一般廃棄物収集運搬業務委託事

　

業……………………5，006万円

　

可燃●不燃ごみの収集運搬

卜・一般廃棄物搬出業務委託事業…

　

………………………4，498万円

●空きびん回収業務委託事業……

　

…………………………600万円

★資源回収奨励事業補助100万円

　

ごみ減砥化活動補助70トJ］体予定

・・し尿処理施設修紐・改修・拝業…

　

………………………1，783万円

暖康1万恒レ号魏

特
別
職
等
の
給
料

　
　
　
　

報
酬
改
訂

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

な
ど
に
堪
づ
き
、
市
長
の
給
料
月
額

や
議
員
の
報
酬
月
額
が
、
次
の
と
お

り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
ぶ
り

平
均
1
0
．
6
％
の
引
き
上
げ
で
す
。

議
貝

副
議
長

議
艮

教
育
長

急
支
管
理
者

収
入
役

助
没

占
長 役

職

3
1
万
円

3
3
万
円

3
8
万
円

4
7
万
円

5
5
万
り
　
　
　
r
r

5
9
万
円

6
7
万
円

8
0
万
円

改
訂
後

3
万
円

3
万
円

3
万
円

3
・
5
万
円

5
万
円

6
万
円

7
万
円

8
万
円

引
Ｌ
額

平
成
2
年
度

　
　

補
正
予
算

　
　

一
般
会
計
は
、
9
、
9
1
3
万
円

を
追
加
、
予
算
総
額
は
1
3
2
億

3
、
1
3
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
額
は
、
財
政
調
整
基

金
や
L
水
道
・
公
共
下
水
道
整
備

法
金
な
ど
へ
の
偵
立
金
が
2
億
3
、

4
6
4
万
円
、
三
番
線
改
良
に
伴

う
代
作
地
な
ど
普
通
財
産
購
人
賞

4
、
8
1
4
万
円
、
国
県
道
の
改
良

な
ど
に
伴
う
県
工
収
負
担
金
5
、

7
8
1
万
円
、
三
番
線
交
差
点

　

（
派
出
所
前
）
改
良
L
嘔
負
担
金

9
7
5
万
円
、
除
雪
機
械
借
卜
料

3
、
2
0
0
万
円
、
ス
ポ
ー
ツ
の
今

田
大
会
出
場
補
助
1
5
4
万
円
な

ど
で
す
。



特集●平成3年度予算

泌添ポヨ宍ノルサポホポミぬおの諦

4
子
孫
に
誇
れ
る
郷
土
づ
く
り

快
適
な
都
市
形
成
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
ル
ー
ト
決
定
、
着
工

に
努
力
し
ま
す
。
国
道
一
五
八
号
の
未
改
良
区
間
の

早
期
着
工
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
道
路

改
良
、
河
川
改
良
も
推
進
し
ま
す
。
陽
明
中
学
校
以

北
の
北
部
第
三
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
む
準
備
と

し
て
調
査
に
着
手
、
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
県
営

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
も
本
年
度
か
ら
一
部
着
工
さ
れ

る
計
画
で
す
。
亀
山
公
園
の
整
備
は
最
終
年
で
、
既

計
画
分
は
終
了
し
ま
す
。
総
合
体
育
施
設
に
隣
接
の

明
治
公
園
も
今
年
で
す
べ
て
完
成
し
ま
す
。

胚T灘踊1

●・街路樹剪定業務委託・jl業………

　

…………………………250万円

　

こぶし通りなど8路線

・・道路改良・舗装事業4億2，022万円

ト大野市基本図修正．道路台帳補

　

正委託事業…………1，300万円

ト除雪車更新事業……1．480万円

　

ホイルローダー11・．級1台購入

●・除雪対策事業………3，587万円

　

除雪車借上料，除リ＝□辰也運営費

など

★無雪モデルタウン整備事業……

　

………………………2，500万円

　

大桜克雪用水路整備

S・・河川改良事業……1億9，618万円

・・道路・河川等県i：iv負担金……

　

………………………2．800万円

E11書iU

●・都市計画街路整備事業…………

　

………………………1億800万円

　

三番線・清滝線（ま束中）の改良

★都市計画街路改良県工事負担金

　

………………………2．770万円

　

三番線交差点、春日線改良

・・北部第3上地区画幣理事業調在

　

委託事業………………750万円

　

陽明中以北の33以を区画整理す

るための調在、計画書の作成

篤皿－園亙遊
ま
吏道

ご＃－’テニスつ1、．1！｜．｜、i’T

●・亀山公園整備事業1億3．500万円

　

園路，トイレ整備など最終年

★明治公園テニスコート整備事業

　

………………………3，500万円

　

テニスコート3面，照明灯4坊

・・都市公園整備事業…2．000万円

　

駅束公園など22個所

・り超越ふれあい公園県工事負担金

　

………………………8，150万円

　

事業費の卜／10負担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－lまま南部第二土地区画整理区域内｀心柱徽

き］］しぐm

S・・屋根融雪促進事業補助1．800万円

　

住宅の地下水を使わない屋根融

雪に対する補助、60万円×30戸

lr・1

・・水資源対策事業………337万円

　

水田たん水補償金、啓発事業費

ト地下水観測事業………240万円

　

簡易観測＃12佃所

浦集竃］｜瞰

★消防団活性化対策事業‥・168万円

　

地域と一体化した活動啓発事業

8分団分

★消防施設整備事業…2，580万円

　

防火水槽設置6基分

★消防備品整備事業……465万円

　

広報車・消防無線電話購入

●各事業は、代表的なものを抽出

　

して掲載しました。

●事業名の頭の●・印は即設事業、

　

★印は新規事業です。

議
長
に
松
田
庄
二
氏

副
議
長
は
藤
田
護
氏

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
市

議
会
が
、
2
月
2
7
日
に
開
か
れ
、

議
長
に
松
田
庄
二
氏
が
、
剛
議
長

に
藤
田
護
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
、

ま
た
各
常
任
委
員
会
の
構
成
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

松田庄二議長

（61歳・森目）

　

松
田
氏
は
、
昭
和
5
4
年
2
月
初

当
選
以
来
4
期
目
、
副
議
長
、
総

務
・
建
設
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

藤田護副議長

（63歳・中津川）

　

藤
田
氏
は
、
昭
和
5
8
年
2
月
初

当
選
以
来
3
期
目
、
教
育
民
生
・

建
設
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　

常
任
委
員
会
の
構
成
（
敬
称
略
）

総
務
：
白
雨
塚
忠
夫
、
剛
村
西
利

　

栄
、
大
谷
光
治
、
藤
田
護
、
松

　

田
庄
二
、
金
森
幸
蔵

産
業
経
済
・
：
旧
林
順
一
、
帽
幅
し

　

登
、
常
見
悦
郎
、
竹
内
安
汗
、

　

宇
野
政
市
郎
、
坂
元
千
秋

建
設
・
：
㈲
佐
々
木
一
夫
、
剛
畑
中

　

章
男
、
砂
ヂ
ュ
郎
、
田
原
哲
也

　

平
間
源
治
、
山
本
武

教
育
民
生
…
㈲
松
井
治
男
、
剛
野

　

田
幾
久
代
、
牧
野
幸
太
郎
、
木

　

下
境
、
西
川
文
人
、
栄
正
夫



寝たき。り老人j1こ全国で会60万人，

寝
た
き
り
老
人
に

　
　

な
ら
な
0
た
め
に

　

老
後
の
不
安
の
う
ち
「
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
」
と
「
ぼ
け

る
こ
と
」
は
、
だ
れ
し
も
が
考
え
る
一
番
の
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
従
来
か
ら
高
齢
者
は
寝
た
き
り
に
な
る
も
の
と
考
え

が
ち
で
し
た
が
、
「
寝
た
き
り
老
人
」
は
「
寝
か
さ
れ
老
人
」
だ
と

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
防

止
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
日
本
の
寝
た
き
り
老
人

は
約
六
十
万
人
、
そ
の
う
ち
常
時

寝
た
ま
ま
の
人
が
二
十
万
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
十
年
後
に

は
老
人
人
口
が
二
倍
に
増
え
ま
す
。

当
然
寝
た
き
り
の
人
も
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
厚
生
省
で
は

　

。
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
″
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
「
い
ず
れ
寝
た

き
り
に
な
る
」
と
い
う
考
え
は
や

め
ふ
ま
し
よ
ヽ
つ
。

寝
た
き
り
に
な
る

　
　
　

＝
－
つ
の
原
因

　

眠
る
と
き
だ
け
ベ
ッ
ド
に
入
る

と
い
う
欧
米
の
生
活
習
慣
に
比
べ
、

日
本
で
は
畳
に
直
接
座
り
、
そ

の
ま
ま
ゴ
ロ
寝
も
で
き
る
と
い
う

生
活
様
式
や
習
慣
の
違
い
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
中
寝
床
に
入
っ

て
い
て
も
不
思
議
に
感
じ
な
い
感

覚
の
違
い
も
あ
り
、
日
本
人
は
欧

米
人
に
比
べ
、
寝
た
き
り
に
な
り

や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
寝
た

き
り
に
な
る
原
因
を
大
別
す
る
と
、

2
脳
卒
中
や
骨
折
な
ど
身
体
的
な

原
因
、
2
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
交

流
が
な
く
な
る
社
会
的
な
原
因
、

③
気
候
や
家
庭
の
構
造
、
家
族
の

対
応
な
ど
の
環
境
的
な
原
因
の
三

つ
に
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
を
防
ぐ

　

″
コ
ツ
″
教
え
ま
す

　

脳
卒
中
で
半
身
麻
4
に
な
っ
て

も
、
リ
ハ
ビ
リ
や
老
人
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
、
寝
た
き
り
に
な
ら
ず

に
い
る
人
も
い
れ
ば
、
退
院
時
に
歩

け
た
の
に
、
家
へ
帰
っ
た
ら
ほ
と

ん
ど
外
出
も
せ
ず
、
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
な
ら
な
い
た
め
の
努
力
も

大
切
な
の
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
。
コ

ッ
″
を
お
教
え
し
ま
す
。

防
ぐ
”
コ
ツ
”
七
ヵ
条

○
脳
卒
中
や
骨
粗
耘
症
を
防
ぐ
た

　

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
減
塩
や
バ

　

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
軽
い

　

運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

＠
部
屋
全
体
を
暖
房
し
ま
し
ょ
う
。

　

部
屋
が
暖
か
い
と
活
動
し
や
す

　

く
着
ふ
く
れ
で
転
ぶ
の
も
防
げ

　

ま
す
。

＠
歩
行
が
不
安
定
な
と
き
は
、
屋

　

内
で
も
つ
え
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
他
人
と
の
交
流
を
も
ち
ま
し
ょ

　

う
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ

　

リ
や
市
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
し
、
自
宅
に
閉
じ
こ
ち
ら

　

な
い
よ
う
に
。

＠
寝
込
ん
だ
場
合
も
、
で
き
る
だ

　

け
早
く
離
床
す
る
よ
う
心
が
け

　

ま
し
ょ
う
。
寝
込
む
と
、
日
に

　

日
に
体
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

＠
家
族
が
協
力
し
て
。
寝
か
せ
き

　

り
″
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

＠
老
後
に
備
え
、
洋
式
ト
イ
レ
や

　

風
呂
場
・
玄
関
の
段
差
の
改
善

　

も
1
前
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

飲料水の水質についてのご相談は、大野保健所衛生課へ…容66－2076



暮
ら
し
の

「
7
吟
流
々
ス

訪問販売・特殊販売の

　

苦情・相談か74％

平成2年・市消費者相談センターのまとめ

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
内
）
が
、
昨
年
一
年
間
に
受
け

た
相
談
は
、
三
十
一
件
で
す
。
そ

の
う
ち
二
十
三
件
、
七
四
％
が
訪

問
販
売
や
特
殊
販
売
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。

　

相
談
者
の
年
齢
別
で
は
、
三
十

代
が
最
も
多
く
、
四
十
代
、
五
十

代
の
順
で
す
。
性
別
で
は
、
女
性

二
十
四
件
、
男
性
七
件
で
す
。

　

昨
年
、
特
に
目
立
っ
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

？
事
例
1

母
親
テ
ス
ト
商
法

　

子
供
に
「
こ
の
教
材
を
使
う
と

勉
強
が
で
き
、
成
績
も
よ
く
な
る
」

と
か
「
高
校
入
試
に
出
る
問
題
も

よ
く
出
て
い
て
有
利
で
す
」
な
ど

と
も
ち
か
け
、
子
供
も
そ
の
時
は

や
る
気
に
な
り
、
親
を
も
説
得
し

ま
す
。
し
か
し
、
教
材
が
届
い
て

み
る
と
、
教
科
書
や
本
人
の
学
力

に
合
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
一
度

に
段
ボ
ー
ル
箱
い
っ
ぱ
い
の
教
材

を
前
に
、
か
え
っ
て
や
る
気
を
な
く

し
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
価
格
も
書
店

で
買
う
よ
り
高
い
よ
う
で
す
。

？
事
例
2

資
格
商
法

　

ま
ず
資
格
取
得
講
座
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
そ
の

後
、
職
場
に
電
話
が
あ
り
「
あ
な

た
が
特
別
に
選
ば
れ
た
」
国
家
試

験
が
免
除
に
な
る
」
な
ど
と
し
つ

こ
く
勧
め
ま
す
。
あ
い
ま
い
な
返

事
を
す
る
と
、
す
ぐ
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
送
り
付
け
、
電
話
し
て
も
「
も

う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
し
た
の

で
取
り
消
せ
な
い
」
な
ど
と
言
っ

て
、
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
不
用
な
も
の
は
ハ
ッ
キ
リ
断

る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

？
事
例
3

押
し
付
け
商
法

　

注
文
も
し
な
い
商
品
が
、
突
然

販
売
業
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
代
金
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
、
配
達
さ
れ
た
商
品
を
受

け
取
る
と
同
時
に
代
金
を
支
払
う

　

「
代
金
引
換
郵
便
」
を
悪
用
す
る

販
売
も
増
え
て
い
ま
す
。
自
分
が

注
文
し
た
も
の
か
ど
う
か
確
認
し

て
か
ら
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

資
格
商
法

押
し
付
け
商
法

…
生
活
科
学
通
信
講
座

　

受
講
生
募
集

　

県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
に
い
な
が
ら
消
費
生
活
に
つ

い
て
学
習
で
さ
る
通
信
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
平
成
3
年
5
月
～
9
月

対
象
消
費
者
問
題
に
関
心
の
あ

　

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
の
送

　

料
は
自
己
負
担

申
込
方
法
4
月
2
5
日
印
ま
で
に

　

市
役
所
生
活
環
境
課
に
あ
る
申

　

込
書
に
記
入
し
て
提
出
（
応
募

　

要
綱
も
あ
り
ま
す
。
）

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・L66－育1内線463（IUP）
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ま
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
き
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

図書館横の緑地公園におしゃれな

トイレができました。

＜る一ぶ登場 下丁睦会

親
睦
を
大
切
に
し
て
毎
月
例
会

　

「
下
丁
睦
会
」
は
、
下
丁
区
内
の

三
ト
歳
以
上
の
お
や
じ
た
ち
の
集

り
、
つ
ま
り
壮
年
会
で
す
。
会
員

は
ト
六
人
、
集
落
の
中
核
と
な
っ

て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
市
や
県

の
壮
年
団
体
連
絡
協
議
会
の
結
成

に
も
参
画
し
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
ト
六
年
六
月
に
、
会
員

ト
人
で
結
成
、
昨
年
十
一
月
に
は

結
成
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
と
き
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

県
壮
年
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
ト
睦
会
の
特
徴
は
、
毎
月
一

回
、
必
ず
集
落
の
公
民
館
へ
集
ま

っ
て
話
し
合
う
例
会
が
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
ま
几
月
の
農
繁
期
を
除
い
て

毎
月
何
ら
か
の
行
事
が
あ
る
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
、
集

落
内
。
地
区
内
に
閉
じ
こ
も
ら
ず

市
や
県
の
研
修
会
・
交
流
会
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、
外
に
も
目

を
向
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

行
事
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
毎
年
必
ず
行

う
、
会
員
の
親
睦
旅
行
と

集
落
の
左
義
長
祭
り
で
す
。

旅
行
は
、
研
修
と
新
睦
を

兼
ね
た
も
の
で
、
近
年
の

例
で
は
、
立
山
、
奈
良
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
陣
、
能
登
島
、

福
井
県
農
業
試
験
場
、
大

阪
の
農
機
具
工
場
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま

す
。
左
義
長
祭
り
は
、
毎

年
二
月
ト
ー
目
と
決
ま
っ

て
お
り
、
参
加
者
に
は
ぜ

ん
ざ
い
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま

す
。
会
長
の
富
田
悟
さ
ん

は
「
三
ト
戸
く
ら
い
の
小

さ
い
村
で
、
壮
年
会
が
二

ト
年
も
続
い
て
き
た
と
い

う
こ
と
は
、
先
輩
た
ち
の
苫
労
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
み

ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
、
村
の
た

め
に
働
け
る
よ
う
、
会
の
名
前
ど

お
り
親
睦
を
第
一
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

IZiaig

1jヅね

まま

，標

まま

，n

ままま

e

ままま

J－

ヤングコーナー

仕
事
は
す
る
も
の
で
な
く

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

反保恵子

（16歳・清滝）

　

「
看
護
婦
と
い
う
職
業
は
、
患
者

さ
ん
の
た
め
に
働
く
什
事
で
、
心

を
尽
く
し
て
看
護
す
れ
ば
、
き
っ

と
感
謝
し
て
も
ら
え
る
に
違
い
な

い
」
と
、
つ
い
最
近
ま
で
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
し
、
だ
か
ら
こ
の

職
業
を
選
び
ま
し
た
．

　

け
れ
ど
近
ご
ろ
、
「
こ
れ
は
違
う

仕
事
は
誰
の
た
め
の
も
の
で
も
な

い
、
自
分
の
人
生
な
の
だ
」
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

　

初
め
て
の
実
ガ
の
日
、
病
室
に

入
る
と
「
プ
ー
ン
」
と
独
特
の
に

お
い
が
鼻
に
つ
い
て
、
つ
い
し
か

め
っ
面
に
な
り
か
け
ま
す
．
私
は

が
ま
ん
し
て
笑
顔
に
変
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
輩
の
行
駿
婦
さ

ん
た
ち
は
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
気

分
ど
う
」
と
か
「
脈
の
調
子
い
い

わ
よ
」
、
「
元
気
で
ね
」
と
言
っ
て

笑
顔
で
励
ま
し
て
い
ま
す
。
「
さ

す
が
先
輩
た
ち
は
プ
ロ
な
ん
だ
」
。

　

「
果
た
し
て
私
は
？
」
と
、
自
分

の
考
え
の
甘
さ
を
反
省
し
ま
し
た
。

　

私
の
什
事
は
、
心
か
ら
患
者
さ

ん
の
身
に
な
っ
て
看
護
す
る
こ
と
。

患
者
さ
ん
が
何
を
求
め
て
い
る
の

か
を
知
り
、
病
院
の
先
生
や
先
輩

た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
行
護
の

什
事
に
励
ま
な
け
れ
ば
、
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
「
仕
事
は
す
る
も

の
で
は
な
く
て
、
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
」
と
も
思
い
始
め
て
い
ま

す
、

　

准
看
護
学
院
へ
通
う
の
も
後
一

年
、
看
護
学
や
数
々
の
実
習
も
勉

強
し
て
、
患
噺
さ
ん
の
心
を
支
え
、

患
者
さ
ん
の
笑
顔
が
自
分
の
希
望

に
な
る
よ
う
な
、
輝
い
た
行
護
婦

を
目
指
し
た
い
、
ど
の
病
室
を
川

っ
て
も
、
に
お
い
な
ど
気
に
し
な

く
な
っ
た
今
‐
こ
の
ご
ろ
で
す
。



私七，ベノ・｀Cこ，そ

【
U
の
幼
児
の
遊
び
場
に

４
一
；
i
’
浪
浪
爪
S
＞
v
；
1
言

因

　

前
略
私
に
は
二

歳
と
二
成
の
二
人
の

f
が
い
ま
す
。
冬
は

外
で
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
困
り
ま
し
た
。
家
の
中
だ
け
で

は
ど
う
し
て
も
欲
求
不
満
に
な
り

ま
す
。
中
に
は
毎
日
、
量
版
店
へ

つ
れ
て
い
く
親
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

児
童
館
が
、
幼
児
も
受
け
入
れ

て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
の
体

育
室
は
火
の
気
が
な
く
寒
過
ぎ
ま

す
し
、
児
童
と
い
っ
し
ょ
で
は
危

険
も
あ
り
ま
す
。
他
の
工
作
室
な

ど
の
暖
い
部
屋
で
は
、
児
童
の
し

ゃ
ま
を
す
る
た
め
、
煙
た
が
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
は
お
任
寝
を
す
る

の
で
、
午
後
だ
け
の
開
館
で
は
、

都
八
日
の
悪
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　

そ
れ
で
、
公
民
館
な
ど
の
施
設

の
一
室
を
、
幼
児
の
た
め
に
開
放

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元
気
な
子
に
育
て
る
た
め
、
幼
児

に
も
行
政
の
ご
配
慮
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
か
し
こ

　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
・
3
4
歳
）

ロ

　

児
童
館
（
セ
ン
タ

ー
）
は
、
「
お
お
む
ね

三
歳
以
L
の
幼
児
ま

た
は
小
学
校
一
犬
二
年
生
の
児
童

で
、
留
守
家
庭
な
ど
の
た
め
、
児

童
の
健
全
育
成
L
、
指
導
を
必
要

と
す
る
児
童
」
を
対
象
と
し
て
、

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

開
館
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
室
は
、
軽
運
動
を
主
目
的

と
し
た
部
屋
で
す
の
で
、
安
全
Ｌ

暖
房
設
備
は
し
て
い
ま
せ
ん
庖

の
部
屋
を
幼
児
用
と
児
童
用
に
分

け
る
方
法
も
無
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
ど
の
部
屋
数

も
無
く
、
ま
た
乳
幼
児
の
刊
用
者

数
も
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

年
齢
差
は
あ
っ
て
も
、
児
礁
厚

生
‥
貝
に
お
申
し
出
く
だ
さ
れ
ば
、

同
じ
部
屋
で
遊
べ
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保

護
者
同
伴
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

（
福
祉
事
務
所
長
・
土
谷
谷
栄
）

　

幼
児
の
た
め
に
、
公
共
施
設
の

一
部
開
放
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
な
た
以
外
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
ヽ
公
民
館
の
施
設

そ
の
も
の
が
、
幼
児
向
き
に
で
き

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
危
険
が
伴
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
ご
要
望
に

そ
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

（
社
会
教
育
課
長
・
松
田
光
男
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
さ
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫歌

1
0
年
間
医
者
い
ら
ず
の
歯
科
医
師
夫
妻

尾
山
弘
さ
ん
（
7
9
歳
・
明
倫
町
）

　
　
　

章
子
さ
ん
（
7
3
歳
・
〃
）

　

尾
山
弘
さ
ん
は
、
昭
和
十
一

年
に
歯
科
医
院
を
現
在
地
（
六

問
通
り
）
に
開
業
し
ま
し
た
。

し
ト
九
歳
に
な
っ
た
今
日
も
、

晦
日
朝
八
時
か
ら
夕
方
六
時
ま

で
診
察
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
八
月
、
妻
の
章
子
さ
ん

と
も
ど
も
ト
年
間
、
健
康
で
医

嗇
の
診
療
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
と
し
て
、
巾
か
ら
表
杉
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
二
月
に
は
、
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
〈
［
会
か

ら
も
表
杉
さ
れ
ま
し
た
が
、
ト

年
間
無
診
療
の
該
当
者
は
尾
山

さ
ん
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

県
下
の
歯
科
医
の
中
で
も
、

幟
前
か
ら
開
業
し
て
い
て
、
現

役
で
働
い
て
い
る
の
は
、
尾
山

さ
ん
だ
け
と
の
こ
と
。
病
気
も

せ
ず
、
元
気
で
働
け
る
秘
け
つ

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

弘
さ
ん
は
「
規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
、
’
一
れ
が
一
番
か
な
。

朝
六
時
に
起
き
て
、
ま
ず
盆
栽

い
し
り
、
八
時
に
開
院
し
て
午

後
六
時
ま
で
診
療
、
ト
時
こ
ろ

寝
ま
す
。
二
番
目
は
、
年
は
と

っ
て
も
働
く
こ
と
。
特
別
運
動

も
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
立
ち
仕

肛
な
の
で
結
構
歩
い
て
い
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
」
と
、
章
r

さ
ん
は
「
土
人
は
間
食
を
し
ま

せ
ん
。
私
も
料
理
に
は
注
意
し

て
い
ま
す
。
肉
食
は
控
え
め
に

主
に
魚
や
野
袁
、
。
7
類
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

お
知
ら
せ

・
海
外
体
験
航
海
B
＆
G

　

少
年
の
船
参
加
者
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
7
月
に
実
施
さ
れ
る
第
1
4
回

B
＆
G
「
少
年
の
船
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
7
月
2
2
日
面
～
3
0
日
⑥
8

　

泊
9
日

渡
航
先
グ
ア
ム
ー
サ
イ
パ
ン

対
象
中
学
生
・
高
校
生
の
男
反

　

（
4
8
0
人
中
、
人
野
巾
割
り
当

　

て
分
は
2
人
）

参
加
費
1
2
万
円
（
総
経
賞
の
約

　

半
額
）

行
程
2
2
日
東
京
晴
海
埠
頭
を
客

　

船
ふ
ヒ
丸
で
出
発
↓
洋
上
研
修

　

↓
2
5
日
サ
イ
パ
ン
寄
港
（
観
光

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）
↓
2
7
日
グ
ア

　

ム
寄
港
（
ス
ポ
ー
ツ
・
交
歓
会
）

　

↓
3
0
日
グ
ア
ム
空
港
を
ボ
ー
イ

　

ン
グ
7
4
7
S
R
で
出
発
↓
同

　

日
成
田
空
港
着

締
切
4
月
1
4
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
市
B
＆
G
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
1

　

l
a
6
4
・
―
り
J
I
I
）



木
本
で
、
だ
ん
ご
を
供
え
て
初
午
祭
り

　

三
月
に
入
っ
て
初
め
て
の
午
の
日
の
一
日
、
木
本
の
稲
荷
神
社
で
、
初
午
の
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
丸
い
も
の
や
キ
ッ
ネ
を
形
ど
っ
た
も
の
な
ど
色
と
り
ど
り

の
だ
ん
ご
が
、
木
本
地
区
内
の
五
集
落
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
、
神
前
に
供
え
ら
れ
ま

し
た
。
読
経
の
後
、
各
集
落
ご
と
に
分
か
れ
て
、
だ
ん
ご
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
。
火
の
神
″
を
鎮
め
る
祭
り
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

親子でおたのしみ会

　

ことぱの教室へ通う子ら

　

こ
と
ば
の
教
室
（
有
終
束
小
内
）

に
通
う
子
供
と
そ
の
親
な
ど
五
十
人

が
、
二
月
二
十
四
日
、
県
立
大
野
青

年
の
家
に
集
ま
っ
て
「
お
た
の
し
み

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
お
話
を
聞
い

た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
た
後
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
、
寸
劇
「
大
き
な
か

ぶ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
な
か
な
か

取
れ
な
い
大
き
な
カ
ブ
も
、
教
室
の

中
兼
先
生
が
加
わ
っ
て
、
み
ん
な
で

引
っ
ぱ
る
と
や
っ
と
取
れ
ま
し
た
。

図書館でこどもの広場

　

新しい遊びを楽しむ

　

三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
、
図
書
館

で
ご
」
ど
も
の
ひ
ろ
ば
″
が
開
か
れ
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
と
幼
児
、
合
わ
せ

て
約
百
人
が
、
巻
取
り
式
の
紙
芝
居

　

「
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
」
や
、
絵
を

見
て
覚
え
な
が
ら
お
話
を
続
け
て
い

く
づ
不
ル
シ
ア
タ
ー
「
こ
れ
は
の
み

の
ぴ
こ
」
な
ど
、
新
し
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生
の
お

兄
さ
ん
の
演
じ
る
手
品
に
は
、
目
を

パ
チ
ク
リ
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

市赤十字奉仕団が

　

結成40周年を祝う

　

市赤十字奉仕団（北山はまゑ委員長

464人）の結成40周年記念大会y、3月6

日、大野有終会館で開かれました。本

仕団は、昭和24年4月に結成され、災

害時の炊き出しなどに奉仕してきまし

た。これまで委貝長を務められた、菅

原富子さん、田中スミコさん、石田文

子さんの3人に、大野市地区長の山内

市長から感謝状が贈られました。

総務課広報広琲係酋66－1111

大高へ祝賀ヘリ飛来

　

雪踏み固め人文字

　

大野高校のセンバツ出場を祝って、

3月4日、毎日新聞社のヘリコプター

が飛来、大野高校の校庭へ祝福のメッ

セージを投下しました。生徒会では、

あらかじめ雪’を踏み囚め、約800人の生

徒が人文字を描いて応えました。人文

字は、「センバツDAIKO」と描かれ、

2年生の山田圭子さん（在日1）のデザ

インです。（写真は5［1付け毎日新聞］

S’｜｜

……
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工業高で最後の卒業式

就職は県内83人、奥越46人

　

「大野工業高校」としては最後の卒業

式が、3月7日、同校で行われました。

土木・電気・機械の各科で3年間学ん

だ卒業生は184人（うち女性1人）、うち

36人が進学、148人が就職しました。し

かし県内へ就職したのは83人（56．1％）

大野・勝山市内への就職は46人（31．1％）

でした。式後、数少ない女性徒から花

束をもらう男子生徒もいました。

身近な話駅をお知らせください。

堂下義治さんの組み写真のうちの一枚

堂下義治さんに特賞

　

市観光写真コンクール

　

市観光協会などが主催する第10回市

観光写輿コンテストの入賞作品が決ま

り、特賞には堂下義治さん（田野）の組

み写真「銀麗」が選ばれました。応募作

品41点の中から選ばれた堂下さんの作

品は、カラー3枚組み写真でレ六呂師

高原雪まつりの営火祭とナイタース、キ

ーを写したものです。入賞作は、勉山

さくら祭りの会場で展示されます。

繊
維
ポ
ス
タ
ー
、
石
田
英
樹
君
が
金
賞

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
が
公
募
し
た
「
繊
維
ポ
ス
タ
ー
」
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

大
野
工
業
高
校
二
年
生
（
三
月
現
在
）
の
石
田
英
樹
君
が
金
賞
（
大
野
市
長
賞
）
を
射

止
め
ま
し
た
。
石
田
君
の
作
品
は
、
「
繊
維
を
探
し
に
」
と
題
し
て
、
地
球
か
ら
飛

び
出
し
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な
繊
維
製
品
を
、
宇
宙
か
ら
眺
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
描
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
専
門
家
の
手
で
一
部
手
直
し

し
た
後
印
刷
さ
れ
、
大
野
の
繊
維
産
業
を
P
R
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

Tシャツに自前のデザイン

　　

阪谷公民館で印刷講座

　

阪
谷
公
民
館
で
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
を
使
っ
た
謄
写
印
刷
の
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
印
刷
方
法
は
、

紺
の
布
を
張
っ
た
木
枠
に
、
写
真
製

版
で
刷
り
版
を
焼
き
付
け
、
上
か
ら

イ
ン
ク
を
塗
る
版
画
の
一
杯
で
す
。

参
加
者
は
、
無
地
の
T
シ
ャ
ツ
に
自

分
で
考
え
た
絵
や
文
字
を
印
刷
し
ま

し
た
が
、
自
い
シ
ャ
ツ
に
思
い
ど
お

り
の
絵
柄
が
写
し
出
さ
れ
る
と
、
思

わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

ふるさとづくり大会開く

　　

美しい奥越を創る協会

　

三
月
ま
几
日
、
大
野
有
終
会
館
で
、

美
し
い
奥
越
を
創
る
協
会
（
吉
田
末

男
会
長
）
な
ど
が
主
催
す
る
、
「
奥
越

地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
当
市
か
ら
は
上
舌
区
、

富
田
高
砂
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
堂
動
振

興
互
助
会
、
春
日
二
丁
目
東
区
教
養

部
の
四
団
体
が
優
良
団
体
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
モ
デ
ル
地
区

の
中
津
川
二
十
日
会
、
東
山
区
な
ど

が
、
活
動
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。



が
知
ら
せ

きり

…
「
ツ
バ
メ
の
便
り
」
募
集

　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ツ
バ
メ
の
渡
来
状
況
を
通
報
す
る

「
ツ
バ
メ
の
便
り
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間
4
月
3
0
日
収
ま
で

通
報
事
項
2
自
分
の
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

　

2
今
年
初
め
て
ツ
バ
メ
を
見
た

　

日
時
③
場
所
（
で
き
る
だ
け
具

　

体
的
に
）
④
ツ
バ
メ
の
数
⑤
そ

　

の
時
の
様
子
や
感
想

通
報
の
方
法
は
が
き
…
電
話
・

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
、

　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
（
唇
9
1
2

　

1
0
1
大
野
市
南
六
呂
師
1
6
9

　

1
‥
1
1
‥
－
2
豊
6
7
・
1
6
5
5
、

　

F
A
χ
6
7
・
1
6
5
6
）
へ
。

　

応
募
者
に
は
、
自
然
保
護
に
関

　

す
る
小
冊
子
贈
呈
。

・
大
野
市
史
第
八
巻
が

　

で
き
ま
し
た

　

市
史
編
さ
ん
室
が
4
年
が
か
り

で
編
集
を
進
め
て
い
ま
し
た
「
大

野
市
史
第
八
巻
・
地
区
編
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

A
5
判
8
3
0
ペ
ー
ジ
、
表
紙

ク
ロ
ス
製
本
、
金
箔
題
字
、
箱
入

り
で
、
―
、
0
0
0
部
限
定
出
版
で

す
。
領
布
価
格
は
、
8
、
0
0
0
円

で
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
市
史
編

さ
ん
室
（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
5
4
4
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、

別
途
送
料
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
内
容
は
、
旧
町
村
単
位

の
九
地
区
に
分
け
て
、
地
形
、
概

況
、
特
色
な
ど
を
記
載
し
、
明
治

1
4
年
に
作
成
さ
れ
た
大
字
ご
と
の

耕
地
・
山
林
小
全
図
や
字
名
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た
ワ

ー
プ
ロ
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
各

コ
ー
ス
と
も
I
回
の
定
員
は
1
0
人

で
す
。
4
月
開
講
の
コ
ー
ス
は
、

4
月
1
2
日
図
締
め
切
り
で
す
。
申

し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
大
野
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
中
挾
―

－
1
＾
h
v
O
I
酋
6
5
’
a
¨
゛
＾
¨
χ
）
4
0
）
へ
o

▼
検
定
コ
ー
ス
（
3
コ
ー
ス
）

日
時
①
4
月
1
6
日
⑧
～
7
月
1
6

　

日
収
、
2
8
月
2
7
日
⑧
～
1
1
月

　

2
6
日
収
、
3
平
成
4
年
1
月
～

　

3
月
（
日
未
定
）
、
各
コ
ー
ス
と

　

も
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後
6

　

時
4
0
分
～
9
時
で
、
全
2
6
日
間

受
講
料
1
2
、
0
0
0
円
（
教
材

　

費
含
む
）

▼
基
礎
コ
ー
ス
（
昼
間
・
2
コ
ー
ス
）

日
時
①
4
月
1
6
日
収
～
1
9
日
面
・

　

2
3
日
収
～
2
6
日
面
、
2
5
月
7

　

日
⑥
～
1
0
日
面
・
1
4
日
収
～
1
7

　

日
②
、
各
コ
ー
ス
と
も
8
日
間

　

で
毎
日
午
後
1
時
4
0
分
～
4
時

　

2
0
分

受
講
料
3
、
0
0
0
円
（
教
材
費

　

含
む
）

▼
基
礎
コ
ー
ス
（
夜
間
・
2
コ
ー
ス
）

日
時
①
7
月
2
3
日
⑧
～
2
6
日
面
・

　

3
0
日
⑧
～
8
月
2
日
面
2
未

　

定
、
各
コ
ー
ス
と
も
8
日
間
で

　

毎
日
午
後
6
時
4
0
分
～
9
時

受
講
料
3
、
0
0
0
円
（
教
材
費

　

含
む
）

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　

縦
覧
と
納
期
の
変
更

　

平
成
3
年
度
は
、
固
定
資
産
税

算
定
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を
改

訂
す
る
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

お
確
め
く
だ
さ
い
。

　

評
価
替
え
の
た
め
、
一
期
分
の

納
期
が
1
ヵ
月
遅
れ
ま
す
。
5
月

3
1
日
図
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
日
時
4
月
1
日
⑧
～
2
0
日

　

①
の
執
務
時
間
中

縦
覧
場
所
市
役
所
税
務
課
資
産

　

税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
5
）

縦
覧
で
き
る
人
納
税
義
務
者
本

　

人
・
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理

　

人
（
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
、
前

　

記
以
外
の
人
の
場
合
は
、
納
税

　

義
務
者
本
人
の
委
任
状
な
ど
が

　

必
要
で
す
）

持
参
品
縦
覧
す
る
人
の
認
め
印

　

（
手
数
料
は
不
用
）

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　

加
入
し
ま
し
よ
う

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
社
会
教
育
活
動
中
に
起
き
た

傷
害
事
故
な
ど
を
補
償
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
へ
の
加
入
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

対
象
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活

　

動
を
主
目
的
と
し
た
5
人
以
上

　

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

保
険
料
―
人
年
額
3
6
0
円
～

　

―
、
1
0
0
円
（
1
種
・
活
動
内

　

容
に
よ
り
金
額
が
異
な
る
）

保
険
金
死
亡
な
ど
4
0
0
万
円

　

～
I
、
4
0
0
万
円
、
入
院
I
口
］

　

―
、
8
0
0
円
～
4
、
0
0
0
円
、

　

対
人
賠
償
1
億
円
、
対
物
賠
償

　

5
0
0
万
円

申
込
先
市
教
委
体
育
課
・
B
＆

　

G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
各
公
民
館

問
合
せ
先
市
教
委
体
育
課
（
市

　

役
所
内
酋
6
6
・
―
－
1
1
内
線

　

5
3
2
）

交通

　

安全

４
望

子
供
は
現
場
で
教
え
て
、

習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切

　

お
母
さ
ん
方
が
、
子
育
て
で
一

番
注
意
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ

れ
は
、
ま
ず
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
い
う
の
が
一
番
で
し
よ
う

ね
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
つ
、
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
交
通
事
故
で

す
。
実
は
、
三
歳
か
ら
九
歳
ま
で

の
子
供
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
、
病

気
で
な
く
て
、
交
通
事
故
で
す
。

　

子
供
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
ま
ず
安
全
の
し
つ
け
が
必
要

で
す
。
交
通
の
現
場
で
、
安
全
な

行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
知
識
だ
け
で
は
、
す
ぐ
に

行
動
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
現
場

で
、
実
際
に
何
度
も
繰
り
返
し
教

え
て
、
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
と
り
わ
け
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
①
車
の
前
後
や
見
え
に
く

い
場
所
か
ら
の
横
断
は
さ
せ
な
い

②
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
止
ま

っ
て
、
左
右
の
安
全
を
確
め
、
手

を
上
げ
て
渡
る
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
で
す
。

　

次
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
見

付
け
や
す
く
す
る
こ
と
が
、
子
供

の
身
を
守
り
ま
す
。
子
供
の
服
は

目
立
つ
色
が
よ
い
の
で
す
。
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日時5月26日⑨雨天決行、受付

　

午前8時～8時50分（一部競技

　

は9時20分まで）、開会式9時20

　

分、競技開始10時

集合場所市民グラウンド

コース市役所前～ごぶし通り～

　

鍬掛～下黒谷～上舌～榎～稲郷

　

の20≒日本陸連公認コース

種目①2≒の部…一般男・女（39

　

歳以下・40歳以上・50歳以上）、親

　

子（小学1～4年）、小学生男・女（

　

5年以上）、②3≒の部…中学生

　

女、③5≒の部…中学生男、一

　

般男（29歳以下・30歳以上●40歳

以上）、一般女、④10≒の部…一

般男・女、⑤20≒の部…一般男・

女くいずれも高校生は一般に含

む、親子は各1人で1組〉

参加料親子・一般1，000円、小中

　

学生300円、高校生500円（参加

　

料には、傷害保険料を含みます）

申込方法申込書（各公民館・小中

　

学校・スポーツ店にもある）に

　

必要事項を記入し、参加料を添

　

えて、4月26日面午後3時まで

　

に市教委体育課（市役所内豊66

　

・1111内線531）へ。

・
国
際
青
年
●
婦
人
の
船

　

洋
上
大
学
参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
国
際
的
視
野
を
も
っ

た
青
年
、
女
性
を
育
て
る
た
め
海

外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
市
教
委
社
会

教
育
課
（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1

－
―
内
線
5
4
1
）
に
あ
り
ま
す
。

作
文
や
面
接
に
よ
る
審
査
、
筆
記

試
験
で
選
考
し
ま
す
。
合
格
者
に

は
、
個
人
負
担
の
一
部
を
、
市
か

ら
助
成
し
ま
す
。

▼
国
際
青
年
の
船

期
間
7
月
2
5
日
④
～
8
月
7
日

　

④
1
4
日
間

訪
問
国
ソ
連
・
ド
イ
ツ
ー
フ
ィ

　

ン
ラ
ン
ド
・
デ
ン
マ
ー
ク

個
人
負
担
1
8
3
、
0
0
0
円
～

　

3
0
5
、
0
0
0
円
［
コ
ー
ス
別
］

▼
国
際
婦
人
の
船

期
間
7
月
2
5
日
④
～
8
月
7
日

　

④
1
4
日
間

訪
問
国
ソ
連
．
ド
イ
ツ

個
人
負
担
2
9
8
、
0
0
0
円

▼
近
畿
青
年
洋
上
大
学
（
学
生
）

期
間
8
月
7
日
④
～
1
9
日
⑧
1
3

　

日
間

訪
問
国
中
国
・
韓
国

個
人
負
担
1
6
0
、
0
0
0
円

問
合
せ
先
県
庁
青
少
年
女
性
課

　

（
暑
m
福
井
市
大
手
3
1
1
7
－
―

　

豊
0
7
7
ハ
L
O
・
2
1
．
―
―
―
―
）

・
青
年
海
外
協
カ
隊

　

隊
員
募
集
説
明
会

　

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
の
隊
員
募
集
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。
応
募

資
格
は
、
5
月
3
1
日
現
在
で
3
9
歳

ま
で
の
日
本
国
籍
を
も
つ
健
康
な

青
年
で
す
。

説
明
会
の
日
時
・
場
所
①
4
月

　

2
3
日
⑥
午
後
6
時
～
9
時
県
民

　

会
館
（
福
井
市
大
手
3
）
②
4

　

月
2
4
日
⑥
午
後
6
時
～
8
時
3
0

　

分
ザ
ン
ビ
ア
敦
賀
③
5
月
2
3
日

　

④
午
後
6
時
～
9
時
県
民
会
館

問
合
せ
先
県
庁
青
少
年
女
性
課

　

（
唇
9
1
0
福
井
市
大
手
3
－
1
7
－

　

1
酋
0
7
7
r
n
）
・
2
1
・
－
1
1
1
］

●
越
前
お
お
の
お
ど
り
の

　

歌
い
手
と
演
奏
者
募
集

　

お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
例
年
8
月
8
日
か
ら
1
6
日

ま
で
開
催
す
る
越
前
お
お
の
お
ど

り
の
、
生
音
頭
の
歌
い
手
と
三
味

線
・
横
笛
・
小
太
鼓
の
演
奏
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
、
や
っ
て
み
た
い
方
は
、
是
非

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
性
別
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
お
お
の
城

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
大
野
商
工

会
議
所
内
豊
6
6
・
1
2
3
0
）
へ
。

・
犬
の
登
録
と
注
射

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
4
月

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
飼
い
主
は

必
ず
お
い
で
く
だ
さ
い
。
手
数
料

4
、
8
2
0
円
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

日
程
①
5
月
8
日
⑥
1
0
時
～
1
0

　

時
3
0
分
下
庄
公
民
館
∴
1
1
時
～

　

。
－
H
時
3
0
分
富
田
公
民
館
・
午
後

　

1
時
3
0
分
～
2
時
市
民
会
館
、

　

②
5
月
9
日
⑥
午
前
1
0
時
～
1
0

　

時
3
0
分
上
庄
公
民
館
i
－
H
時
～

　

H
時
3
0
分
と
午
後
1
時
3
0
分
～

　

3
時
大
野
保
健
所

・
福
祉
年
金
の
証
書
を

　

4
月
に
郵
便
局
へ

　

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、
4
月
の
支
払
い
を
受
け
取

ら
れ
た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を
郵

便
局
へ
預
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
3
・
―
％
の
完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
で
、
年
金
額
が
3

5
9
、
2
0
0
円
に
増
額
さ
れ
る

た
め
、
新
し
い
支
払
い
額
を
記
入

す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
8
月
の

支
払
い
後
も
、
今
ま
で
ど
お
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
の
前
納
制
度
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
年
分
ま
た
は
一
定
期
間
の
保
険

料
を
前
も
っ
て
納
め
る
「
前
納
制

度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
手
間
も
省
け

ま
す
。
さ
ら
に
、
年
5
・
5
％
の

利
率
で
割
引
き
に
な
り
ま
す
の
で

大
変
お
得
で
す
。
4
月
か
ら
1
年

間
の
保
険
料
は
1
0
8
、
0
0
0
円

　

（
付
加
年
金
の
場
合
1
1
2
、
8
0

0
円
）
で
す
が
、
4
月
に
前
納
す

る
A
J
C
M
、
6
1
0
円
（
同
2
、
7
3

0
円
）
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市

民
課
年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
5
6
）
へ
。

・
宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
に

　

滑
り
台
な
ど
設
置

　

宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
に
、
子
供

の
遊
具
と
し
て
滑
り
台
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
（
木
製
遊
具
）

各
一
基
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

冬
期
間
休
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
1
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

い
こ
い
の
森
は
、
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
め
る
施
設
で
す
。
家
族

や
子
供
会
、
町
内
会
な
ど
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
プ
用
具
や

林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
有

料
で
す
。
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宿
泊
も
で
き
ま
す
。

申
込
●
問
合
せ
先
大
野
市
森
林

　

組
合
（
有
明
町
1
4
－
2
0
容
6
5
●

　

0
0
0
5
）



’
l
O
f
r
＊
＊
散歩

　
　
　
　

う
わ
の
⑩
上
野

　

真
名
川
に
か
か
る
富
田
大
橋
を
通
っ
て
、

川
嶋
、
上
麻
生
嶋
を
過
ぎ
る
と
上
野
に
さ
し

か
か
り
ま
す
。
こ
の
集
落
に
は
、
郵
便
局
、

駐
在
所
、
小
学
校
、
公
民
館
、
J
R
駅
、
市

農
協
育
苗
供
給
施
設
な
ど
も
あ
り
、
富
田
地

区
の
中
心
と
い
っ
て
も
よ
い
で
す
。

　

地
籍
の
由
来
は
、
「
と
み
た
の
民
話
」
に

よ
り
ま
す
と
、
南
北
朝
時
代
に
京
都
に
住
ん

で
い
た
松
木
大
納
言
の
三
男
太
木
丸
と
、
庭

田
前
納
言
の
二
女
上
野
姫
が
恋
に
陥
り
ま
し

た
。
結
婚
を
親
に
反
対
さ
れ
勘
当
さ
れ
た
の

で
、
や
む
な
く
二
人
は
、
京
都
か
ら
近
江
に

入
り
、
平
泉
寺
や
黒
谷
観
音
に
参
っ
た
あ
と

富
田
に
落
ち
着
き
、
百
姓
と
な
り
ま
し
た
。

二
人
の
姓
に
ち
な
ん
で
松
田
姓
を
名
の
り
ま

し
た
が
、
松
田
家
は
今
も
伝
わ
り
、
上
野
姫

の
墓
は
下
唯
野
の
南
専
寺
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
集
落
に
は
、
大
野
パ
ッ
キ
ン
グ
㈱
と

い
う
紙
管
工
場
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
証
書
を

入
れ
る
紙
筒
も
作
っ
て
い
ま
す
。
県
道
沿
い

の
工
場
の
あ
る
場
所
に
は
、
富
田
診
療
所
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
富
田
村
だ
っ
た
昭
和
二

十
七
年
に
松
田
庄
一
村
長
ら
の
熱
心
な
運
動

で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
富
田
村
が
大
野
市
に

合
併
後
も
診
療
所
は
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
七
年
、
勤
務
す
る
医
師
が
な
く
な

り
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
簡
易
水
道
が
で
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
水
の
便
が
良
く
な

く
困
っ
た
そ
う
で
す
。
集
落
の
中
は
最
近
通

学
路
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
宅
の
な
い

区
間
は
幅
員
も
狭
く
、
通
学
路
も
含
め
て
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
交
差
点
の
信
号

近
く
に
は
交
通
安
全
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
T
）

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，295世帯 ＋4世帯

42，299人 ＋21人

入目 男 20，259人 ＋19人

女 22，045入 ＋7人

2月中の異動
転入 51人 出生 31人

転出 30人 死亡 31人

市内の交通事故状況（年頭カベ）計）

件数内訳 平成3年　2月末
平成2年　
2月末

増減

総件数 86件 53件 ＋33件

人
身

恥
故

件数 21件 19件 ＋2件

死者 O人 1人 －1人

傷者 25入 23人 ＋2人

物指令故 65件 34件 ＋31件

表
紙
の
こ
と
ば

　

蕨
生
小
学
校
の
隣
接
地
に
、
新

し
い
荒
島
保
育
園
が
完
成
し
ま
し

た
。
三
月
二
十
六
日
に
落
成
式
が

あ
り
、
新
年
度
の
四
月
一
日
か
ら

使
用
し
ま
す
。
年
長
組
の
園
児
は

こ
こ
に
は
入
ら
ず
、
小
学
校
へ
の

人
学
と
な
り
ま
す
が
、
三
月
十
八

日
、
全
員
で
記
念
撮
影
し
ま
し
た

昭
和
三
十
九
年
に
開
設
以
来
、
初

め
て
の
本
格
的
な
新
築
で
す
。

編
集
後
記

　

本
願
清
水
の
わ
き
水
が
、
三
月

中
旬
か
ら
満
水
で
す
。
清
水
の
一

番
上
の
石
垣
に
地
蔵
さ
ん
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
よ
す
が
、
そ
の
す
ぐ

ド
ま
で
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

こ
と
は
何
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
、
ま
た
も
暖
冬
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
一
月
と
二
月
に
寒
波

が
来
て
、
五
年
ぶ
り
に
雪
下
ろ
し
。

今
は
恵
み
の
雪
で
し
た
。
〔
平
〕

S、、見i弓・

　

山
の
斜
面
の
雑
木
林

に
カ
タ
ク
リ
が
紫
褐
色

の
班
点
を
つ
け
た
葉
を

地
面
に
広
げ
、
か
れ
ん

な
花
を
つ
け
て
い
た
。

「
今
年
も
元
気
で
咲
い

て
く
れ
た
ね
」
と
声
を
か
け
る
の
は
亀
山
登
ろ

う
会
の
人
た
ち
で
あ
る
？
早
春
に
目
覚
め
て
葉

を
広
げ
、
花
を
開
い
た
の
ち
、
わ
ず
か
数
十
日

で
地
土
部
は
枯
れ
て
し
ま
う
。
は
か
な
い
命
の

花
だ
か
ら
、
摘
み
取
っ
て
持
ち
帰
る
気
に
は
な

れ
ず
そ
っ
と
咲
か
せ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の

は
私
一
人
で
は
な
か
っ
た
？
と
こ
ろ
が
、
あ
る

朝
、
群
落
の
一
部
が
十
数
セ
ン
チ
掘
り
荒
ら
さ

れ
、
数
本
が
取
ら
れ
て
無
残
な
穴
が
あ
い
て
い

た
。
「
地
元
の
人
か
？
」
「
観
光
客
か
？
」
「
バ

カ
ナ
ヤ
ツ
」
と
口
々
に
怒
っ
た
の
は
一
昨
年
の

出
来
事
で
あ
る
？
大
雪
も
溶
け
、
樹
々
が
い
っ

せ
い
に
芽
吹
き
始
め
る
。
タ
ラ
の
芽
・
ゼ
ン
マ

イ
・
山
ブ
キ
な
ど
山
の
幸
を
求
め
る
人
も
増
え

る
が
、
山
菜
は
ど
こ
で
採
れ
る
の
か
、
ふ
と
考

え
た
。
一
部
の
官
有
地
を
除
け
ば
大
半
が
個
人

の
山
で
あ
る
。
山
菜
採
り
は
そ
こ
へ
無
断
で
入

り
こ
み
、
目
指
す
山
の
幸
を
持
っ
て
行
く
。
土

地
を
所
有
し
て
い
る
人
に
し
て
み
れ
ば
や
り
切

れ
な
い
？
「
せ
っ
か
く
植
林
し
た
苗
木
を
踏
み

つ
ぶ
し
、
中
に
は
枝
ぶ
り
の
い
い
雑
木
を
持
ち

帰
る
人
も
い
る
」
と
嘆
く
山
の
持
ち
主
。
「
固
定

資
産
税
を
納
め
て
植
林
を
し
、
下
草
刈
り
・
技

打
ち
な
ど
の
整
備
も
自
分
の
手
で
や
っ
て
る
ん

で
す
。
そ
れ
な
の
に
タ
ラ
の
芽
や
山
ウ
ド
を
根

こ
そ
ぎ
持
ち
帰
る
人
さ
え
い
る
」
と
は
も
っ
て

の
ほ
か
？
自
然
を
い
た
わ
る
ゆ
と
り
の
心
で
山

菜
採
り
を
楽
し
み
、
山
の
幸
を
育
て
る
こ
と
に

心
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
H
）

発
行
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